
般質問

議員樋口重喜

健康立村への可能性
交通弱者への対策

人づくりと教育の役割について
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◆
健
康
立
村
へ
の
可
能
性
に
つ
い
て

回
本
村
の
観
光
の
成
り
立
ち
は
、
く

つ
ろ
ぎ
と
保
養
の
滞
在
型
高
原
リ
ゾ
ー

ト
で
し
た
。
そ
こ
で
く
つ
ろ
ぎ
と
保
養

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
地
と
し

て
「
健
康
立
村
」
の
提
唱
を
提
案
し
ま
す
。

内
容
は
、
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
ス
ポ
ー

ツ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
は
「
健
康
の
ス
ポ
ー

ツ
」
「
健
康
の
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
村
内

の
宿
泊
施
設
の
食
事
は
「
健
康
食
」
を

提
供
。
健
康
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
料

理
教
室
の
開
催
、
国
際
会
議
な
ど
、
本

村
に
滞
在
し
て
皆
元
気
で
身
も
心
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
る
よ
う

ヘ
ル
ス
リ
ゾ
ー
ト
構
想
が
可
能
だ
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

村
長
　
高
村
文
教

山
中
湖
村
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
、

産
業
な
ど
の
資
源
、
施
設
を
活
か
し
、

自
立
と
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
活
性

化
、
生
涯
学
習
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
ま
た
、
ま
ち
つ
く
り
と
観

光
の
融
合
を
図
る
た
め
に
、
観
光
組
織

を
改
組
し
て
、
4
事
業
を
展
開
し
て
観

光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

受
け
た
観
光
を
取
り
込
む
こ
と
の
実

現
は
可
能
性
が
大
き
い
と
思
う
。

回
本
村
は
標
高
1
、
0
0
0
メ
ー
ト

ル
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
世
界
の

聖
地
も
同
様
な
標
高
の
地
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
気
圧
は
母
親
内
で
胎
児

が
感
じ
る
気
圧
と
同
じ
で
脳
の
活
性

に
好
条
件
な
場
所
で
す
。
他
に
特
化

し
た
素
晴
ら
し
い
村
な
の
で
す
。
「
健

康
立
村
」
宣
言
の
注
目
度
は
高
い
は

ず
で
す
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

◆
交
通
弱
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

回
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
の
現
代
本

村
も
例
外
で
は
い
。
村
内
に
路
線
バ

ス
は
あ
る
が
、
買
い
物
や
通
院
な
ど

の
日
常
生
活
で
、
バ
ス
停
ま
で
の
距

離
が
あ
る
方
、
体
の
弱
い
方
な
ど
交

通
弱
者
対
策
と
し
て
現
状
認
識
、
行

政
と
し
て
の
対
策
、
交
通
弱
者
に
対

す
る
相
乗
り
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
）
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
課
長
　
小
林
正
宏

本
村
な
ら
で
は
の
優
れ
た
観
光
資

源
と
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
健
康

増
進
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
、
い
わ

ゆ
る
へ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
考
え
ら

れ
る
。
近
年
の
健
康
志
向
の
流
れ
を

（

村
長
　
高
村
文
教

村
で
は
、
支
援
制
度
の
活
用
と
住

民
参
加
型
の
「
生
活
支
援
協
議
会
」
の

設
置
な
ど
、
地
域
が
地
域
を
支
え
て
い

く
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

提
案
の
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
は
、

本
村
の
実
情
を
検
討
し
環
境
が
整
う
よ

う
で
し
た
ら
、
そ
の
制
度
の
活
用
と
運
用

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
主
体
の

外
出
支
援
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
対
策
と
し
て
、
「
自
助
」
、
「
公
助
」
、

「
互
助
」
と
し
て
地
域
が
地
域
を
支

え
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
住
民
参

加
の
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

回
地
域
通
貨
の
制
度
を
導
入
し
た

買
い
物
や
通
院
等
で
相
乗
り
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
が
可
能
。
運
転
以

外
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
、

相
互
に
お
世
話
交
換
し
合
う
考
え
方

で
、
弱
者
は
常
に
弱
者
で
終
わ
ら
ず
、

自
分
の
で
き
る
能
力
や
特
性
を
活
用

し
て
皆
が
お
世
話
役
に
な
り
う
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
円
滑
運
用
の
た
め
行

政
の
手
助
け
が
必
要
で
す
。

◆
人
づ
く
り
と
教
育
の
役
割
に
つ
い
て

回
村
長
が
考
え
る
「
ひ
と
づ
く
り
」
に

掲
げ
る
村
民
像
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物

像
か
。
異
体
的
教
育
政
策
は
何
か
。
ま

た
、
英
語
が
話
せ
る
だ
け
で
国
際
人
で

は
な
い
。
そ
れ
以
外
の
政
策
は
あ
る
か
。

さ
ら
に
、
小
学
校
統
合
問
題
の
焦

点
が
生
徒
数
や
国
の
適
正
化
政
策
が

問
題
と
い
う
が
、
教
育
の
最
も
大
切
な

「
人
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
統
合
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
高
村
高
夫

村
で
は
、
平
成
2
8
年
度
に
新
規
に

「
生
活
支
援
協
議
会
」
を
設
置
す
る

村
長
　
高
村
文
教

人
づ
く
り
と
教
育
の
役
割
に
つ
い

て
は
、
教
育
政
策
も
含
め
教
育
長
よ

り
説
明
さ
せ
ま
す
。

人
づ
く
り
に
お
け
る
教
育
政
策
に

つ
い
て
は
、
山
中
湖
村
子
と
も
憲
章

に
基
づ
く
人
つ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

学
校
で
は
学
ぶ
力
を
高
め
、
家
庭
、

地
域
で
は
生
き
る
力
を
育
み
、
行
政

諸
団
体
は
、
支
え
る
力
の
充
実
を
そ

れ
ぞ
れ
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

英
語
教
育
以
外
の
国
際
人
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
在
、
姉

妹
都
市
交
流
を
考
え
て
い
る
。

回
英
語
特
区
構
想
で
保
育
所
か
ら
英

語
教
育
と
い
う
が
、
英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
の
う
、
道
具
を
使

う
人
間
教
育
こ
そ
基
本
で
す
。
幼
少
期

は
「
豊
か
な
感
性
」
と
「
豊
か
な
母
語
」

を
育
て
、
郷
土
や
自
分
た
ち
の
文
化
に

誇
り
を
も
ち
、
相
手
の
文
化
を
尊
厳
を

も
っ
て
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
人
こ
そ

「
国
際
人
」
だ
と
考
え
ま
す
。
村
長
が

描
い
て
い
る
具
体
的
人
間
像
、
村
長
が

目
標
と
し
て
い
る
人
間
像
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
小
学
校
の
統
合
問
題
は
前

の
め
り
の
統
合
騒
動
だ
。
し
か
し
、
仮

に
統
合
を
考
え
た
場
合
「
通
学
方
法
、

災
害
対
策
、
学
習
環
境
の
整
備
、
教
育

環
境
の
向
上
」
の
最
適
地
と
し
て
交
流

プ
ラ
ザ
に
隣
接
す
る
元
の
東
電
保
養

所
周
辺
を
提
案
し
ま
す
。
土
地
取
得

責
が
0
、
勿
論
富
士
山
噴
火
の
溶
岩
流

や
土
砂
災
害
の
心
配
も
0
で
す
。

教
育
長
　
椙
浦
陽

（

村
長
　
高
村
文
教

私
の
人
づ
く
り
像
は
、
信
頼
さ
れ

る
、
愛
さ
れ
る
、
信
用
さ
れ
る
、
こ

う
い
う
人
間
像
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
は
、
検
討
さ
せ
て
い
ま
す
。


